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2023年２月期通期業績予想との差異に関するお知らせ 

 

2022年９月30日に公表しました2023年２月期（2022年３月１日～2023年２月28日）の連結

業績予測値と、本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

記 

１．2023年２月期通期連結業績予想と実績の差異（2022年３月１日～2023年２月28日） 

 売上高 EBITDA 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

4,600 

百万円 

▲10 

百万円 

▲100 

百万円 

▲120 

百万円 

▲180 

円 銭 

▲21.78 

実績（Ｂ） 4,458 28 ▲57 ▲73 ▲252 ▲31.18 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ▲142 38 43 47 ▲72 － 

増 減 率（ ％ ） ▲3.0% － － － － － 

（参考）前期連結実績 

（2022年2月期） 
3,823 429 359 346 224 29.06 

 

２．予想との差異の理由 

売上高については、組織コンサルティング事業において、顧客ニーズの変化に対する対応の遅れによる新規

受注が伸び悩んだ影響等により前回公表予想を下回る結果となりました。 

EBITDA、営業利益及び経常利益については、講師の採用抑制による採用教育費及び人件費の抑制

や効果の高い媒体に対してのみ広告宣伝を実施したことによる広告宣伝費の抑制等により、前回公表予想

を上回る結果となりました。 

親会社株主に帰属する当期純利益については、当社及び当社連結子会社が保有する投資有価証券の

一部について、帳簿価額に比べて実質価額が著しく低下したため、減損処理による投資有価証券評価損を

計上したこと等により、前回公表予想を下回る結果となりました。 

以 上 

 


